
横浜市北部汚泥資源化センター

汚泥処理・有効利用事業

事業実施体制

燃料化施設 新1号焼却炉

事業効果

コスト削減
民間の資金や創意工夫を
活用するPFI事業として実
施することで、コストを削
減しています。

温室効果ガス削減
約8,200t-CO2/年の温室
効果ガス削減が可能です。

事業運営の安定
事業者の持つ経験やノウハ
ウを活用することで、設
計・建設から管理運営まで
の22年間にわたり、安定
した事業運営ができます。

事業期間
2016年8月31日～2039年3月31日

製造した燃料化物は
セメント工場で石炭
代替燃料として有効
利用します。

横浜市
● 事業のモニタリング

横浜Bay Link（PFI事業者）
● 資金調達
● 燃料化設備、焼却設備、
　 改良土設備の設計・建設・
　 管理運営
● 燃料化物の製造・販売
● 改良土の製造・販売

建設発生土受入

改良土販売 燃料化物販売

セメント工場

ユーティリティ供給
燃料化物買取
焼却灰買取

サービス購入料の支払い

融資

返済
下水汚泥等を焼却
した際に発生する
焼却灰は建設発生
土に添加・混合する
土質改良材として
有効利用します。

金融機関

事業契約事業契約

改良土プラント



横浜市環境創造局 株式会社横浜Bay Link

北部汚泥資源化センターのご紹介
・横浜市の５カ所の水再生センターで発生する下水汚泥は、北部汚泥資源化センターで集約処理されます。

・下水汚泥は、発電、燃料化、改良土として有効に活用されます。

株式会社横浜Bay Link

管理運営体制

独立採算型

（株）横浜改良土センターJFEエンジニアリング（株）

JFEエンジニアリング 奥多摩工業 奥多摩建設工業デイ・シイ 東芝インフラシステムズ

51％ 29％ 5％8％ 7％

焼却設備 燃料化設備 改良土設備

株式会社横浜Bay Link 会社概要
・設   立　2016年4月18日
・資本金　1億円
・出資者及び出資比率

管理運営方針

処理フロー

汚泥処理の豊富な経験、ノウハウを最大限に活用し、安全・安心・安定的な
管理運営を実現します。　
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新改良土設備
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搬送設備
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受泥設備
汚泥処理能力：
12,500m3/日

濃縮設備
遠心濃縮機：
100m3/時×4台
ベルト濃縮機：
100m3/時×2台

分離液汚泥脱水設備
遠心脱水機：50m3/時×3台分離液処理設備

処理能力：13,500m3/日

消化設備
消化タンク：
6,800m3×12槽

消化ガス発電設備
凡例

汚泥
消化ガス
分離液
焼却灰・燃料化物

消化ガス発電機：
900kW×6台

消化汚泥脱水設備
遠心脱水機：
100m3/時×4台

焼却設備

PFI事業範囲

焼却灰
横浜改良土センターへ

燃料化物

新1号炉：200t/日
4号炉：休止
5号炉：200t/日

燃料化設備
炭化炉：200t/日


